
『motioning』は、パフォーマンスUPを目的に、各競技に合わせた「動作力」を向上させるもの。筋力UP系の『training』とは、全く異なります。
長年の疲労・骨格可動域・動作癖・筋力負荷・重心等をリセットして、『training』を100％活かす「競技動作」の基盤を作るのが『motioning』。

アスリートの競技力UPの秘訣は・・・筋肉を鍛える前に「骨格」を鍛える！筋力を付ける前に「動作力」を付ける！

筋力UP系の「トレーニング」では無く、

動作力UP法『モーショニング』とは？
アスリートの競技力向上が数値化される！

戦績UP請負人

日本ベスト16・ランナーの場合・・・

骨格修正で、足腰筋力が１０％以上UP！

施術前後

Example.2
世界4位・フリーダイバーの場合・・・

潜水の要となる酸素・限界吸引量が２倍！

施術前後

Example.1

ＳＤＮフォーラム （入場料￥4000）
www.chap.co.jp/tabid/346/Default.aspx
2010年6月27日（日）
六本木ヒルズ49F／コラボレーションルーム１
『アスリートの身体が変わる！驚異のmotioning』セミナー（1＆2部で￥8000）
※第1部am10:40～11:15（ロジカル・プレゼンテーション：田村孝洋）
※第2部am11:20～11:55（テクニカル・デモンストレーション編：桒田有紀）
ＳＤＮフォーラム実行委員会（服部） sdn@keep-up-co.com ／044-853-3583
アイスタイル計画事務所（岩田） earthful@qb3.so-net.ne.jp ／090-3048-0426

主管イベント■

開催日時■
開催場所■

本セミナー■

お問合せ■

動作力コンサルタント（鍼灸師）

桒田 有紀 （Kuwada Yuki）

その秘密は、動作力のベースとなる「ネジレ理論」の投入に有り・・・

motioning＝「整体」＋「気功」＋「生体力学」＋「運動工学」＋「ネジレ理論」

■トレーナーの新しい顧客開発の武器として！
■アスリートの驚異的パフォーマンスUP法として！
■監督・コーチの技術戦略ツールとして！

約３時間で・・・
■ベンチプレス
■レッグカール
■レッグプレス

：Before45㎏→After50㎏
：Before45㎏→After51㎏
：Before113㎏→After132㎏

■パッキング酸素吸入数
■パッキング酸素排出数
■潜水体勢（蹴伸び高さ）

：Before47回→After83回
：Before13回→After17回
：Before±0→After＋40mm（受水面積減少）

約３時間で・・・

限定30名

受講者募集中


